
感染症史教材 

ワークショップ「コロナの時代の感染症史教材を共創する─歴史総合にむけて─」（福井県文書館 田川雄一作成） 
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出典 

佐賀県立図書館蔵「種痘之図」（三井元圃種痘所発行 作成年代不明） 

（「佐賀県立図書館データベース」https://www.sagalibdb.jp/kaiga/detail/?id=28 で画像閲覧・DL 可能） 

※本資料の元となった引札は、江戸の小児科医の桑田
く わ た

立
りゅう

斎
さい

によって 1850 年 1月につくられたものとされる。この他に

も大坂の除痘館版など、同様な構図の引札が全国各地の種痘医によって発行されている。 
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生徒への問いかけ 

問１ このチラシに描かれている絵は、何を表しているのだろうか。 

問２ 傍線部（Ａ）とはどのような方法か。文章から読み取ろう。 

問３ 傍線部（Ｂ）は「イギリスにて」の誤りである。なぜそのような誤りが起こったのか、考えて

みよう。 

問４ ジェンナーが牛痘による種痘を発表してから、日本に伝来するまで 50 年以上もかかっている。

それはなぜだと思うか。 

問５ 西洋からもたらされた新しい技術である種痘を大衆に普及させるために、この引札にはどのよ

うな工夫が感じられるか。絵と文章の両方をふまえて考えてみよう。 

読解のヒント 

①疱瘡
ほうそう

の神…天然痘をつかさどる神。この病をまぬがれ、軽くするために信仰の対象とされた。 

②中山道吹上
ふきあげ

…五街道の一つ中山道沿いに発達した宿場町。現在の埼玉県鴻巣
こうのす

市。 

③新宿村…吹上の西側にあった村。東京都の「新宿区」とは別。 

④鼻へ入るゝ法…牛痘による種痘が普及する以前の天然痘の予防接種の１つ。天然痘患者に生じたか

さぶたの一部を未感染者の鼻から吸引させて、人工的に免疫を獲得させる方法。しかしまれに重症

化することがあり、接種された人が他人にうつす可能性もあるなど、安全性は十分ではなかった。 

⑤イン子
ネ

ル…エドワード・ジェンナーのこと。1798 年に牛痘による種痘を発表した。 

⑥四五年前…「四五十年前」の誤りと思われる。 

⑦大廣…「大侯」の誤りで、佐賀藩主鍋島
なべしま

直
なお

正
まさ

のこと。1849 年 8 月に牛痘苗が長崎に到着すると、10

月には息子の淳一郎に牛痘接種をさせた。同年 12 月には江戸にいた娘の貢
みつ

姫
ひめ

にも接種させた。 

⑧接痘所…種痘を行う施設のこと。幕末に全国各地に作られた。1849 年 11 月に緒方洪庵が大坂で開設

した「除痘館
じょとうかん

」や、1858 年に伊東
い と う

玄
げん

朴
ぼく

らによって開設された「お玉ヶ池種痘所」（東京大学医学部の

前身）が有名。資料中の「三井元圃
み つ い げ ん ぽ

」がいかなる人物は不明である。 

  佐賀県立図書館蔵「種痘之図」（三井元圃種痘所発行） 
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